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１．研究計画の概要 
 本研究では、人間活動が急速に増大した中

国など東アジアとその影響を強く受けてい

る西部北太平洋、および、産業活動が急激に

増加しているインド（南アジア）においてエ

アロゾルの化学組成（有機・無機）を明らか

にし、有機エアロゾルの生成・変質および輸

送の特徴を明らかにすることである。また、

エアロゾル粒子の水蒸気凝結特性に着目し、

東アジア・南アジアにおけるエアロゾルの粒

径分布および水蒸気凝結能力を観測および

実験により高い精度で解明する。更に、エア

ロゾルの化学組成と吸湿特性の研究を総合

化することによって、化学組成がエアロゾル

の物理特性に及ぼす影響を定量的に明らか

にし、東アジアのエアロゾルが持つ雲凝結核

特性を定量的に評価する。 

 
２．研究の進捗状況 
 2006 年 6 月に札幌で、吸湿特性タンデム 

DMA 装置によって得られた吸湿成長測定デ

ータを使用して、粒径 100 と 200 nm の粒

子に対するエアロゾル粒子中の含水量の変

動と規定要因について調べた。このデータを

解析した所、乾燥エアロゾル粒子体積で規格

化された含水量の湿度依存性は単一な吸湿

性パラメーター κeff を用いた回帰曲線で良

く表された。κeff 値は正午および夜間に高く

なる傾向を示した。大気相対湿度条件下で 

κeff 値 から推定されたエアロゾル含水量は 

0.05 から 2.48 の範囲で大きく変動した。

本研究の結果、大気微粒子中の含水量は吸湿

性パラメーターに大きく支配されているこ

とが分かった。 

 2007 年の春に沖縄・辺戸岬にてエアロゾル

試料を採取し、ジカルボン酸類、有機炭素

（OC）・元素状炭素（EC）などを測定した。

炭素数C2-C12の直鎖ジカルボン酸、C4-C6の分

枝ジカルボン酸、C2-C4, C9のw-オキソカルボ

ン酸、および、不飽和・芳香族ジカルボン酸、

ジカルボニルを検出した。シュウ酸が最も高

い濃度を示し、次いでマロン酸、コハク酸、

グリオキシル酸が優位であった。後方流跡線

解析の結果、高い濃度が検出されたエアロゾ

ルは、アジア大陸から大気輸送されたもので

あることがわかった。また、OC/EC比、ジカ

ルボン酸態炭素／全炭素比は、都市域に比べ

３倍以上高く、辺戸岬のエアロゾルは光化学

的変質を強く受けていることが示された。 

 2007 年から 2009 年度にかけて、中国およ



びインドで採取したエアロゾル試料の有機

物組成の詳細な解析を実施し、起源・変質・

輸送に関する多くの新しい知見が得られた。

それらは、英語論文として国際誌に公表され

ている。 

 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
当初の目標の多くを概ね達成することがで

きた。エアロゾルから抽出した画分の吸湿特

性の実験はまだ十分には行われていない面

もある。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 エアロゾルの吸湿特性の測定を進めるこ

とにより、化学組成との関係についての深い

解析が可能となる。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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